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みんなでペッタンお餅つき　尾呂志学園小学校の児童と、地元のお年寄りや
紀南ひかり園の園生による餅つき大会が行われま
した。
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「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」
は

３
つ
の
柱
で
構
成
し
て
い
ま
す

●シリーズ／新しいまちづくり 10（最終回）

▼
徹
底
し
た
行
政
事
務
事
業
の

見
直
し
の
も
と
、
人
件
費
の

抑
制
や
公
共
施
設
の
統
廃
合
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
な
ど

の
行
政
改
革
に
取
り
組
み
ま

す
。

▼
歳
出
抑
制
と
歳
入
確
保
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
財
政
の

健
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

「
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、

   「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」を
策
定
し
ま
し
た

平成 16 年 11 月から策定作業に取り組んできました
「新しいまちづくりの指針」がまとまりました。
この指針は、御浜町が目指す町の将来像
「人と環境にやさしい元気で活力あるまちづくり」の実現に向けて、
これからの行政のあり方やまちづくりの方向性を示したものです。
この指針を、総合計画の
「後期基本計画（平成 18 ～ 22 年度）」に反映させ、
指針の基本目標である「住民が主役のまちづくり」を
住民の皆様とともに進めていきます。
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

₁
行
政
運
営
の
健
全
化

₂
住
民
自
治
の
確
立

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を

進
め
ま
す

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
や

再
編
を
図
り
ま
す

▼
地
域
に
暮
ら
す
住
民
自
ら
が
、

地
域
の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
主
体
的
に
考
え
、

自
発
的
に
活
動
で
き
る
住
民

自
治
（
＝
身
近
な
ま
ち
づ
く

り
）
の
し
く
み
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

▼
町
や
地
域
が
抱
え
て
い
る
課

題
な
ど
を
住
民
と
行
政
が
共

有
し
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

₃
地
域
課
題
へ
の
対
応

住
民
の
「
安
心
・
安
全
の
確
保
」

に
取
り
組
み
ま
す

▼
「
防
災
」「
健
康
づ

く
り
」
に
重
点
を

お
い
た
施
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

▼
地
域
が
抱
え
る
課

題
へ
の
対
応
や
個

性
と
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
な
ど
の

施
策
に
つ
い
て
は
、

後
期
基
本
計
画
の

中
で
位
置
づ
け
ま

す
。

く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
情

報
公
開
制
度
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
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まちづくり懇話会　
第１回全体会

地区別懇話会（阿田
和）

地区別懇話会（尾呂
志）

御浜トーク（神木）

まちづくり懇話会　
第３回全体会

町政懇談会（上市木
）

　今回お知らせしました「新しいまちづくりの指針」に関する資料をご希望の方には郵
送をいたしますので、まちづくり推進室までご連絡ください（町のホームページ上にも
掲載していますので、ご覧ください）。
　また、「新しいまちづくり」の取り組みについての不明な点や、詳しく知りたい点等が
ございましたら、町職員が伺ってお話をする「御浜トーク」制度をご活用ください。

†問い合わせ先†　企画振興課　まちづくり推進室　☎３―０５０７　ＦＡＸ２―３５０２
E-mail : kikakusinkouka@town.mihama.mie.jp

「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」

策
定
ま
で
の
主
な
取
り
組
み

　

平
成
16
年
11
月
、
組
織
内
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
」（
翌
年

４
月
か
ら
は
企
画
振
興
課
内
へ

配
置
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

町
が
行
っ
て
い
る
全
て
の
事

務
事
業
（
約
３
０
０
事
業
）
を

総
点
検
す
る
た
め
、「
福
祉
」「
防

災
対
策
」「
産
業
振
興
」
な
ど
の

施
策
分
野
ご
と
に
「
施
策
分
野

別
検
討
チ
ー
ム
」
を
編
成
し
、

多
角
的
な
視
点
か
ら
事
務
事
業

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

■
役
場
組
織
内
で
の
事
務

　

事
業
の
見
直
し

　

昨
年
５
月
、
指
針
原
案
の
策

定
に
向
け
、
住
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た

め
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
委
員
に
は
、

町
内
６
地
区
ご
と
に
52
人
の

方
々
を
選
任
し
、
地
区
別
懇
話

会
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
真
剣
な
議
論
を
重
ね
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
聞
か
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
提
案

は
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
報
告

■
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
の

設
置

　

町
の
広
聴
制
度
で
あ
る
「
御

浜
ト
ー
ク
」
を
活
用
し
、
住
民

の
皆
様
と
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
町
内
６
ヶ
所
で

町
政
懇
談
会
を
開
催
し
「
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
の
懇
談
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
意

見
応
募
用
紙
や
メ
ー
ル
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、
多
数
の
ご

意
見
や
ご
提
案
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
そ
の
他
（
御
浜
ト
ー
ク
・

町
政
懇
談
会
な
ど
）

まちづくり懇話会の開催状況（開催総数 52 回）

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
様
々
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

種　別 地区名 開催回数
全　体　会 ３回

地区別懇話会

尾呂志地区 ８回
阿田和地区 ８回
下市木地区 ９回
上市木地区 ８回
神　木地区 ８回
志　原地区 ８回

書
」
に
ま
と
め
、
指
針
原
案
に

も
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
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対
象
者

患
者
負
担
額

高
額
医
療
費

減
額
制
度

　

左
表
の
と
お
り

　

１
ヶ
月
ご
と
に
各
医
療
機
関
等

で
支
払
っ
た
金
額
を
集
計
し
、
個

人
ま
た
は
世
帯
で
前
記
一
覧
表
の

「
限
度
額
」
を
超
え
た
場
合
に
高

額
医
療
費
の
払
い
戻
し
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
該
当
す
る
方
に

対
し
て
は
、
受
診
月
の
３
～
４
ヶ

月
後
に
役
場
か
ら
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　

健
康
保
険
（
国
民
健
康
保
険
・

社
会
保
険
・
各
種
組
合
健
康
保
険

等
）
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
う

ち
、
次
に
該
当
す
る
方

₁
75
歳
以
上
（
昭
和
７
年
９
月

30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は

70
歳
以
上
）
の
方

₂
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の

あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
～
３
級
程
度
の
方
） 

︻
対
象
者
︼　

①
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
慢
性

腎
不
全
の
方

②
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
に

起
因
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

③
血
友
病
の
方

︻
減
額
内
容
︼

右
記
の
疾
病
に
係
る
医
療
を
受
け

た
場
合
の
医
療
機
関
ご
と
の
自
己

負
担
限
度
額
が
「
１
万
円
」
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

＊
老
人
保
健
医
療
費
の
う
ち
患
者

の
一
部
負
担
金
を
除
い
た
大
部

分
は
、
各
種
健
康
保
険
か
ら
の

拠
出
金
と
公
費
（
国
・
県
・
市

町
村
の
負
担
金
）
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
支
え

合
っ
て
い
る
医
療
費
を
有
効
に

使
う
た
め
に
適
正
な
受
診
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
御
浜

町
で
は
糖
尿
病
が
多
発
し
て
い

ま
す
の
で
、
食
生
活
の
改
善
や

運
動
に
よ
る
病
気
の
予
防
・
健

康
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

＊
平
成
16
年
度
に
御
浜
町
が
支
出

し
た
老
人
保
健
医
療
費
は
約
12

億
７
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
い
っ

た
ん
費
用
の
全
額
を
支
払
っ
た

後
、
必
要
書
類
を
添
え
て
役
場
に

申
請
す
れ
ば
費
用
の
一
部
が
払
い

戻
さ
れ
ま
す
。

①
や
む
を
え
な
い
理
由
で
医
療

受
給
者
証
を
持
た
ず
に
受
診

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係

☎
３
︱
０
５
１
２

　

町
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）・

固
定
資
産
税
の
前
納
報
奨
金
制

度
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
廃
止

に
な
り
ま
す
。

︻
対
象
者
︼

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

︻
減
額
内
容
︼

１
ヶ
月
の
自
己
負
担
限
度
額
及
び

入
院
時
食
事
代
の
限
度
額
が
、
左

表
の
区
分
「
一
般
」
か
ら
「
低
所

得
Ⅰ
」
ま
た
は
「
低
所
得
Ⅱ
」
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

し
、
治
療
費
を
全
額
自
己
負
担

し
た
と
き

②
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
代

で
、
治
療
上
必
要
で
あ
る
と
医

師
が
認
め
た
も
の

③
は
り
、
き
ゅ
う
な
ど
の
施
術
費

で
、
治
療
効
果
が
あ
る
と
医
師

が
認
め
た
も
の

④
医
師
の
指
示
に
よ
り
緊
急
に
転

院
し
た
場
合
な
ど
に
要
し
た
患

者
の
移
送
費
用

　

前
納
報
奨
金
制
度
は
、
昭
和

25
年
に
、
戦
後
の
混
乱
し
た
社

会
情
勢
と
不
安
定
な
経
済
情
勢

の
下
で
、
市
町
村
民
税
（
普
通

徴
収
分
）、
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
、
税
収
の
早
期
確
保
、
自

主
納
税
意
欲
の
向
上
及
び
納
税

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度

は
永
年
に
わ
た
る
納
税
者
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
金
融
機
関

等
の
窓
口
で
の
納
税
及
び
口
座

振
替
に
よ
る
納
税
な
ど
が
普
及

し
、
自
主
納
税
意
思
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
の

　

申
請
に
よ
っ
て
、
下
記
の
認
定

証
ま
た
は
受
療
証
が
交
付
さ
れ
、

自
己
負
担
金
が
減
額
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

₁
﹁
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

　

額
減
額
認
定
証
﹂

₂
﹁
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
﹂

療
養
費
の
支
給

前納報奨金が
廃止になります

　

左
表
の
と
お
り

　

１
ヶ
月
ご
と
に
各
医
療
機
関
等

額
医
療
費
の
払
い
戻
し
が
受
け
ら

対
し
て
は
、
受
診
月
の
３
～
４
ヶ

月
後
に
役
場
か
ら
お
知
ら
せ
し
て

　

健
康
保
険
（
国
民
健
康
保
険
・

社
会
保
険
・
各
種
組
合
健
康
保
険

等
）
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
う

₁₂
　

申
請
に
よ
っ
て
、
下
記
の
認
定

自
己
負
担
金
が
減
額
さ
れ
る
場
合

老人保健医療制度
のご案内
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※ 1　｢ 一定以上所得者 ｣ の方の医療費総額が 361,500 円を超えた場合、超えた額の１％が限度額に加算さ
れます。

※ 2　｢ 一定以上所得者 ｣ の方が 1 年間に４回以上高額医療費の支給を受けた場合、４回目からは世帯の自
己負担限度額が 40,200 円に引き下げられます。 

※ 3　｢ 低所得Ⅰ・Ⅱ ｣ の限度額および食事代は、本人が役場へ申請し、認定された場合に適用されます。
※ 4　｢ 低所得Ⅱ ｣ に該当する方のうち、過去１年間の入院日数が 90 日を超えた方については、再度の申請

により入院時食事代が１日 500 円に引き下げられます。

区　分 対　　象　　者
負 担

割 合

限　度　額（月額） 入院時

食事代

（日額）
個人ごと

（外来のみ）
世帯ごと

（入院含む）

一定以上

所 得 者

⑴住民税の課税所得が 145 万円以上の

方

⑵住民税の課税所得が 145 万円以上で

ある満 70 歳以上の方と同一世帯に

属する方

２割 40,200 円

72,300 円

(+1％）※ 1

〔40,200 円〕

　　　　  ※ 2
780 円

一   般
上記・下記のいずれの区分にも該当し

ない方

１割

12,000 円 40,200 円

低所得Ⅱ

　　 ※ 3
住民税非課税世帯に属する方

8,000 円

24,600 円

650 円

〔500 円〕

　　※ 4

低所得Ⅰ

　　 ※ 3

住民税非課税世帯で、かつ各種収入等

から必要経費・控除を差し引いた所得

が全て 0 円となる世帯に属する方

例：単身世帯で年金収入のみの場合…

　 年収 65 万円以下の方

15,000 円 300 円

■自己負担割合及び自己負担限度額一覧表

制
度
が
適
用
さ
れ
る
税
目
が
固

定
資
産
税
と
個
人
町
民
税
（
普

通
徴
収
分
）
に
限
定
さ
れ
、
ま

た
、
全
期
分
を
一
括
納
税
で
き

る
者
に
限
ら
れ
る
た
め
、
納
税

者
間
に
受
益
の
不
公
平
感
が
生

じ
て
い
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、

廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
制
度
の
運

用
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
制
度
の
廃
止
に
つ

き
ま
し
て
は
、
何
卒
ご
理
解
の

う
え
、
今
後
も
納
期
内
納
付
に

な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
年
間
分
の
税
金
を

一
括
し
て
納
付
す
る
「
全
期
前

納
」
に
つ
い
て
は
、
前
納
報
奨

金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
従
来

ど
お
り
行
え
ま
す
。
ま
た
、
全

期
前
納
振
替
か
ら
期
別
振
替
に

変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
契

約
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
も
し

く
は
役
場
に
て
、
お
早
め
に
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

徴
税
係

☎
３
︱
０
５
１
０
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軽
自
動
車
や
二
輪
車
、
原
動
機

付
自
転
車
等
の
所
有
者
に
か
か
る

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
１
年
分
課
税
と

な
り
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

次
に
該
当
さ
れ
る
方
で
、
名
義

変
更
や
廃
車
の
手
続
き
が
ま
だ
お

済
み
で
な
い
場
合
は
、
す
み
や
か

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
車
両
の
名
義
人
が
亡
く
な
ら
れ

て
い
る
場
合

▼
転
居
な
ど
に
よ
り
使
用
者
の
住

所
（
使
用
の
本
拠
の
位
置
）
が

変
わ
っ
た
場
合

▼
故
障
や
そ
の
他
の
理
由
で
使
用

で
き
な
い
が
、
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
場
合

▼
そ
の
他
、
売
買
の
後
、
登
録
の

変
更
が
お
済
み
で
な
い
場
合

　

心
身
障
害
の
程
度
が
、
一
定
以

上
の
方
を
対
象
と
し
た
軽
自
動
車

税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
減

免
の
対
象
と
な
る
の
は
、
身
体
障

害
者
ご
本
人
名
義
の
車
両
で
、
18

年
度
に
減
免
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
18
年
４
月
１
日
現
在
の
車
両

名
義
人
が
障
害
者
ご
本
人
名
義
の

も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

減
免
の
申
請
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
で
、
車
両
名
義
人
が
障
害
者

ご
本
人
名
義
で
な
い
場
合
は
３
月

中
に
名
義
変
更
の
手
続
き
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、軽
自
動
車
税
の
減
免
は
、

自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
を
受

け
て
い
る
方
は
申
請
で
き
ま
せ

ん
。

︻
手
続
き
窓
口
︼

●
原
付
二
輪
・
小
型
特
殊
車
両

役
場
税
務
住
民
課
（
税
務
窓
口
）

●
軽
自
動
車
・
二
輪
車
等

紀
南
自
家
用
自
動
車
協
会
（
ピ
ネ

１
階　

☎
２
︱
２
０
４
８
）

　

な
お
、
３
月
末
は
年
度
末
で
も

あ
り
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

手
続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

賦
課
係

☎
３
︱
０
５
１
０
（
担
当　

奥お
く
だ田

）

【講 習 内 容】 デジタルカメラに関する初歩的な内容・基礎知識や、パソコンでの簡単な 
 　  写真（ファイル）整理などについて

【 募 集 対 象 者 】 マウス・文字入力の操作をスムーズに行える方
【 開 　 催 　 日 】 ３月 10 日・17 日・24 日・31 日（いずれも金曜日）
【講 習 時 間】 午後７時～９時
【開 催 場 所】 御浜中学校１階 パソコン室
【申し込み方法】 下記の申し込み先までお電話ください。
【定　　　　員】 12 名（申し込み先着順）

軽
自
動
車
税
の
減
免

軽
自
動
車
税
に
関
す
る

手
続
き
は
お
早
め
に

※お持ちのデジタルカメラ及び付属品一式をご持参ください。
※誠に恐れ入りますが、小さなお子様連れでの参加・受講はご遠慮

いただきますよう、お願いいたします。

†申し込み・問い合わせ先†
●東紀州ＩＴコミュニティー　☎０５９７－８５－４０９０
または、●役 場 企 画 振 興 課 　☎３－０５０７

パソコン講習会パソコン講習会パソコン講習会
～デジタルカメラ・パソコンでの写真整理の基礎知識～

参加者
募 集
参加者
募 集
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出張や観光には

 で
　ＪＲ特急「ワイドビュー南紀」は、車社会の進展や長引く景気の
低迷などの影響により、利用者が年々減少しています。
　そのような問題に対応するため、東紀州５市町では「南紀・東紀
州交通対策委員会」を組織し、世界遺産熊野古道へのアクセスなど
都市部における利用促進活動や、鉄道事業者に対しての利便性の向
上について要望を続けています。
　運行本数の確保、さらに利便性の向上には地域外からの利用のみならず、地元の人々の積極的な利用
が必要です。
　津や松阪などへは、往復割引や回数券などのお得な切符も用意されています。出張や観光の際には、
ぜひ「ワイドビュー南紀」をご利用ください。

南紀往復割引きっぷ（４日間有効）
区　　間 お と な 通 常 期

熊野市 → 　津　 7,740 円 9,620 円

熊野市 → 松　阪 7,240 円 9,000 円

 [ 利用条件 ]
○毎年４月 27 日～５月６日、８月 11 日～ 20 日、

12 月 28 日～翌年１月６日はご利用いただけま
せん。

○指定席に限る、途中下車不可、乗車変更不可

 でワイドビュー南紀ワイドビュー南紀

　御浜町民生委員・児童委員の石橋久太郎さんが、この度、民生委員・児童委員功労の分野で、三重県
福祉関係功労表彰を受章しました。
　石橋さんは、昭和 61 年 12 月１日から現在に至るまで民生委員・児童委員として尽力されており、平
成 13 年 12 月１日から 17 年３月までは御浜町民生委員・児童委員協議会監事を務められました。他の民
生委員からの信頼も厚く、個人の民生委員活動においても、地域の虚弱老人等の見守り活動などを行う
など、地域住民からも厚い信望を得ています。
　今回は、永年にわたり、社会福祉向上のため、民生委員・児童委員活動や地域活動を積極的に展開さ
れていること、及び町民児協監事として、会の運営にも貢献された功績が認められての表彰となりました。

民生委員・児童委員

　　石橋 久
き ゅ う た ろ う

太郎 さんが
三重県福祉関係功労表彰　受章

福
祉
保
健
課
長
か
ら
表
彰
状

を
受
け
と
る
石
橋
さ
ん
（
右
）
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年
金
の
請
求
が
楽
に
な
り
ま
す

裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付
を
始
め
ま
し
た

　

平
成
17
年
10
月
か
ら
、
年
金
を

請
求
す
る
方
の
利
便
性
の
向
上
と

裁
定
請
求
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
老

齢
基
礎
年
金
及
び
老
齢
厚
生
年
金

の
受
給
年
齢
を
迎
え
る
方
々
に
、

年
金
加
入
記
録
等
を
あ
ら
か
じ
め

印
字
し
た
年
金
の
請
求
書
（「
裁

定
請
求
書
」）
や
「
年
金
に
関
す

る
お
知
ら
せ
（
は
が
き
）」
が
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
年
金
請
求
の
手
続
き
が
従
来

に
比
べ
格
段
に
楽
に
な
り
ま
す
。

●
送
付
時
期
、
送
付
対
象
者
等

①
60
歳
に
な
る
３
ヶ
月
前
に
送
付

（
昭
和
21
年
１
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
方
）

※
60
歳
に
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生

年
金
の
受
給
権
（
年
金
を
受
け

る
権
利
）
が
発
生
す
る
方
に
つ

い
て
は
「
裁
定
請
求
書
」
を
送

付
し
ま
す
。

※
社
会
保
険
庁
が
基
礎
年
金
番
号

で
管
理
し
て
い
る
年
金
加
入
記

録
の
み
で
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
が
確
認
で
き
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
年
金
加
入
期

間
の
確
認
を
促
す
た
め
の
「
年

金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
（
は
が

き
）」
を
送
付
し
ま
す
。

②
65
歳
に
な
る
３
ヶ
月
前
に
送
付

（
昭
和
16
年
１
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
方
）

※
65
歳
に
老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢

厚
生
年
金
（
厚
生
年
金
保
険
・

船
員
保
険
の
加
入
期
間
が
あ
る

方
）
の
受
給
権
が
発
生
す
る
方

に
つ
い
て
は
「
裁
定
請
求
書
」

を
送
付
し
ま
す
。　

※
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
特

別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受

給
権
が
発
生
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ま
だ
年
金
の
決
定

が
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て

は
「
裁
定
請
求
書
」
を
送
付
し

ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係

☎
３
︱
０
５
１
２
（
担
当　

南み
な
み）

　

春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け

て
、
飲
酒
、
喫
煙
、
万
引
き
、

薬
物
乱
用
等
の
少
年
非
行
や
、

出
会
い
系
サ
イ
ト
を
利
用
し
た

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
き
ま
す
。

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

紀宝署紀宝署

†
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
宝
警
察
署

☎
０
７
３
５
︱
３
３
︱
０
１
１
０

今
こ
そ
も
う
一
度
考
え
よ
う

「
少
年
非
行
防
止
」

●
見
逃
す
な
！

　

少
年
の
心
の
サ
イ
ン

　

飲
酒
や
喫
煙
、
深
夜
は
い
か

い
等
の
不
良
行
為
は
、
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
本
格
的
な
非

行
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
早
期
に
発
見

し
、
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

●
万
引
き
は
ド
ロ
ボ
ウ

　

万
引
き
は
、
窃
盗
と
い
う
犯

罪
で
す
。
軽
い
気
持
ち
で
や
っ

た
万
引
き
で
も
、
人
と
し
て
の

信
頼
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
万
引
き
を
一
緒
に

す
る
悪
い
仲
間
が
で
き
る
と
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
抜
け
ら
れ

ず
、
ズ
ル
ズ
ル
と
他
の
悪
い
こ

と
に
ま
で
引
き
ず
り
込
ま
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

●
危
険
が
ひ
そ
む

　

出
会
い
系
サ
イ
ト

　

軽
い
気
持
ち
で
出
会
い
系
サ

イ
ト
を
利
用
す
る
と
、
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
児
童
が
「
出
会
い

系
サ
イ
ト
」
を
利
用
し
た
結
果
、

凶
悪
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た

事
件
が
起
こ
っ
て
お
り
、
大
変

危
険
で
す
。

３月１日～７日
《住宅防火　命を守る　７つのポイント》
◆３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用す
る。

○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

◆４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用
する。

○火災を小さいうちに消火するために、住宅用消火器等
を設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の
協力体制をつくる。

＊消防署からのお願い
　昨年秋頃から、田畑の枯れ草、あぜ焼き等から燃え
広がった火災が多発しています。ゴミ、枯れ草等の焼
却の際は、必ず事前に消防署に連絡してください。
　また、風の強い日、空気が乾燥している日の焼却は
やめ、焼却時は消火用具（水バケツ、消火器等）を準
備し、完全に火が消えるまでその場を離れないでくだ
さい。

†問い合わせ先†
熊野市消防本部予防課　☎０５９７―８９―０９９４

春の全国火災予防運動
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今春の花粉飛散量は
平年並みか、その半分程度です
今春の花粉飛散量は
平年並みか、その半分程度です

No.303

花粉症にむけて

　

ス
ギ
の
花
粉
が
心
配
な
季
節
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
花
粉
症
は
、
今
や
国
民
の
５
～
６
人

に
一
人
が
か
か
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
、
国
民

的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
特
に
ス
ギ
花

粉
症
は
、
日
本
に
特
有
の
も
の
で
、
毎
年
季
節

病
の
よ
う
に
国
民
の
生
活
を
害
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
ス
ギ
花
粉
と
ヒ
ノ
キ
花
粉
は
、
抗

原
性
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
に
対
し

て
も
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま

す
。

３月
麻しん・風しん予防接種

が変わります

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
麻
し

ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
の
受
け

方
が
変
わ
り
ま
す
。
現
在
、
未
接

種
の
お
子
さ
ん
は
、
平
成
18
年
３

月
31
日
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。

　

現
行
制
度
で
は
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
と
も
に
接
種
期
間
を
１
～
７

歳
半
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
制

度
で
は
、
１
歳
代
１
回
接
種
、
５

～
７
歳
で
１
回
接
種
（
小
学
校
就

学
前
）
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
祉
健
康
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
︱
３
８
１
１
）
の
保
健

師
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
や
沖
縄
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
１
９
６
４
年
頃
か
ら
ス
ギ
花
粉
の
報
告

が
あ
り
以
来
、毎
年
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ギ
花
粉
症
の
患
者
は
、
約
90
％
の
割
合
で

ヒ
ノ
キ
の
抗
原
に
も
感
じ
や
す
い
状
態
に
な
っ

　

平
成
17
年
12
月
の
時
点
に
お
け
る
デ
ー
タ
か

ら
の
予
測
で
は
、
今
春
の
花
粉
総
飛
散
量
は
、

平
年
並
み
か
、
そ
の
半
分
程
度
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ス
ギ
が
花
芽
を
つ

け
る
７
月
の
気
温
、
日
照
時
間
が
昨
年
は
平
年

　

ス
ギ
花
粉
は
、
い
つ
頃
か
ら
？

　

他
の
花
粉
は
、
大
丈
夫
？

　

今
春
の
花
粉
の
飛
び
具
合
は
？

を
下
回
っ
て
い
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
花
粉
の
開
花
予
測
は
、
例
年
よ
り
遅

れ
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
秋
の

気
温
が
高
め
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
ス
ギ
雄

花
の
休
暇
が
遅
れ
た
た
め
で
す
。

　

た
だ
し
、
花
粉
症
を
含
む
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

は
、
花
粉
が
直
接
体
に
障
害
を
起
こ
す
の
で
は

な
く
、
花
粉
と
接
し
た
体
反
応
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
花
粉
が
少
な
い
こ
と
が
花
粉
症
患
者
の
減

少
に
直
結
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

今
春
も
、
花
粉
に
対
す
る
十
分
な
セ
ル
フ
ケ

ア
が
必
要
で
す
。
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おわけしています　「広報みはま」収録版
　この収録版は、平成 16 年 4 月から平成 17 年 3 月までに
発行した広報を１冊にまとめたもので、保存版として最適
です。ご希望の方は、総務課までお越しください。定価は
５００円です。また、過去の収録版もございますので、お
気軽にお問い合わせください。
※数に限りがありますので、品切れの際はご容赦ください。
†問い合わせ先†
総務課　行政係　☎３―０５０５（担当　阪

さかぐち
口）

新宮高校吹奏楽部

第 25回定期演奏会
【日　時】３月２６日（日）
　　　　午後１時３０分開場、午後２時開演

【場　所】新宮市市民会館大ホール
【入場料】無料
†問い合わせ先†
新宮高等学校　☎０７３５―２２―８１０１

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

３
月
１
日
～
７
日

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月〜金）

診療
時間 午前8時30分〜午後5時15分

●●●   ３月の担当医  ●●●

 ５日 紀南病院

12 日 谷口　智行　医師
（谷口クリニック）

19 日 尾辻　啓　医師
（尾辻内科クリニック）

26 日 平谷　一人　医師
（荒坂診療所）

●●●   ４月の担当医  ●●●

  2 日
大石　知実　医師

（大石医院）

  9 日
寺本　泰　医師

（寺本クリニック）

16 日
多田　博胤　医師

（多田医院）

23 日
平谷　一人　医師

（荒坂診療所）

30 日
原田　資　医師

（原田医院）

紀南病院内科系
日 曜 外 来 診 療

国
民
健
康
保
険
の

脳
ド
ッ
ク
助
成
申
請
は

お
済
み
で
す
か

　

平
成
17
年
度
に
御
浜
町
に
申
し

込
み
を
済
ま
せ
、
医
療
機
関
で
脳

ド
ッ
ク
を
受
け
た
方
は
、
３
月
末

が
助
成
申
請
の
締
め
切
り
日
と
な

り
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
必
要
書
類
（
印
鑑
、
国
民
健

康
保
険
証
、
脳
ド
ッ
ク
の
領
収

書
、
預
金
通
帳
（
郵
便
局
以
外
））

を
持
参
し
、
税
務
住
民
課
、
又
は

お
近
く
の
支
所
等
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係

☎
３
︱
０
５
１
２
（
担
当　

畑は
た
な
か中
）

　

３
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

は
、子
ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す
。

　

次
の
医
療
機
関
で
は
、
通
常
の

診
療
時
間
内
に
予
防
接
種
が
受
け

に
く
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

期
間
中
は
日
曜
日
も
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
。

※
受
診
・
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
準
備
上
、
医
療
機

関
へ
の
予
約
（
接
種
希
望
日
の

３
日
前
ま
で
）
が
必
要
で
す
。

※
各
医
療
機
関
に
よ
り
診
療
時
間

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
予
約
の

際
に
は
診
療
日
時
の
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
住
民
健
康
係

☎
２
︱
３
８
１
１

国
保
の
学
生
用
、
遠
隔
地

保
険
証
の
交
付
手
続
き

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
、

１
世
帯
に
１
枚
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
就
学
等
で
家
族
と
離
れ
て
生

活
を
す
る
場
合
は
、
保
険
証
を
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

申
請
す
る
場
合
は
、
次
の
証
明

書
と
保
険
証
、
印
鑑
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
入
学
前
に
申
請
す
る
場
合

学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き

る
も
の
（
合
格
通
知
書
や
学
費

納
入
書
）
※
入
学
後
、
在
学
証

明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
入
学
後
に
申
請
す
る
場
合

　

在
学
証
明
書

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係

☎
３
︱
０
５
１
２
（
担
当　

畑は
た
な
か中

）

医療機関 電話番号
3月 5日 (日 )

午前 午後

大石産婦人科医院

（熊野市有馬町）

0597‐

89 － 1717
○ ×

協立内科外科医院

（熊野市井戸町）

0597‐

89‐5035
× ○

相野谷診療所

（紀宝町）

0735 －

34 － 0011
○ ×

※○印が予防接種受け入れ可能日
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津
地
方
法
務
局
熊
野
支
局
の

商
業
・
法
人
登
記
事
務
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す

　

津
地
方
法
務
局
熊
野
支
局
は
、

平
成
18
年
３
月
13
日
（
月
）
に
電

子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
商
業
・

法
人
登
記
事
務
の
取
扱
庁
と
し
て

の
指
定
を
受
け
、
同
日
か
ら
管
内

の
商
業
・
法
人
登
記
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
へ
の
移
行
を
順
次
行
い
、
同

年
４
月
17
日
（
月
）
に
す
べ
て
の

商
業
・
法
人
登
記
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
な
り
ま

す
と
、
こ
れ
ま
で
の
登
記
簿
謄
・

抄
本
、
代
表
者
資
格
証
明
書
及
び

閲
覧
事
務
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
津
地
方
法
務

「
み
え
犯
罪
被
害
者
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
立

　

犯
罪
の
被
害
者
及
び
そ
の
家

族
、
遺
族
は
犯
罪
に
よ
る
直
接
的

な
被
害
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
起

因
す
る
精
神
的
・
経
済
的
被
害
に

対
し
て
様
々
な
救
済
や
支
援
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
関
係
機
関
に
お
い

て
、
各
種
の
犯
罪
被
害
者
対
策
を

推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
の
ニ
ー
ズ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
、
今
ま
で
十
分
な
支
援
等
が

な
し
得
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
の
度
、
被
害
者
が
社
会
復

帰
を
果
た
す
た
め
の
電
話
や
面
談

inform
ation
corner

町図書館だより 新書のお知らせ

新リア王　上
髙村　薫　著

新 刊 案 内 （ 中 央 公 民 館 ）

も
先
ず
あ
れ
は
誰
、
こ
れ
は
誰
と

見
分
け
ら
れ
る
程
度
の
大
雑
把
さ

で
人
の
目
鼻
だ
ち
を
見
、
次
い
で

そ
の
表
情
を
ち
ら
り
と
盗
み
見
た

後
は
も
う
、
ほ
か
に
見
る
も
の
が

な
か
っ
た
。
永
田
町
で
も
選
挙
区

で
も
常
に
そ
ん
な
ふ
う
だ
っ
た
二

つ
の
眼
が
、
い
ま
は
突
然
人
か
げ

も
な
い
雪
だ
け
の
視
界
を
得
て
、

あ
ら
た
め
て
光
の
受
容
器
官
た
る

自
身
の
働
き
を
禍
々
し
く
調
整
し

直
し
て
い
る
！
（
本
文
よ
り
）

こ
の
雪
の
昏
さ
は
何
だ
ろ
う
。

も
し
も
世
界
が
そ
の
表
皮
を
剥
い

で
自
分
は
何
者
か
を
見
せ
つ
け
た

ら
、
こ
ん
な
ふ
う
だ
と
言
わ
ん
ば

か
り
の
、
ど
こ
に
も
端
が
な
い
真

空
の
昏
さ
。
い
や
違
う
。
こ
の
眼

を
吸
い
込
み
塗
り
つ
ぶ
し
て
一
点

の
光
も
与
え
な
い
、
こ
れ
は
黒
の

な
か
の
黒
の
無
数
の
膜
か
。
福
澤

榮
は
、
そ
の
分
厚
さ
に
網
膜
を
炙

ら
れ
る
よ
う
だ
と
感
じ
な
が
ら
西

津
軽
の
雪
夜
に
眼
を
凝
ら
し
、
こ

の
真
闇
は
人
も
獣
も
な
い
原
始
の

よ
う
に
暴
力
的
だ
と
思
っ
た
。

し
か
し
ま
た
す
ぐ
に
、
榮
は
タ

ク
シ
ー
の
車
窓
越
し
に
雪
を
眺
め

る
自
分
の
眼
そ
の
も
の
に
違
和
感

を
覚
え
る
と
、
長
年
こ
ん
な
ふ
う

に
用
事
も
懸
案
も
持
た
ず
に
何
か

を
眺
め
た
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
眼

が
、
い
ま
は
一
寸
し
た
目
新
し
さ

を
楽
し
ん
で
い
る
、
と
も
思
っ

た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
日
々
、

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
ど
こ
に
い
て

に
よ
る
相
談
、
専
門
家
に
よ
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
相
談
、
あ
る
い
は

付
き
添
い
、
雇
用
支
援
、
保
護
等

を
中
心
と
し
た
直
接
支
援
活
動
等

を
総
合
的
に
推
進
す
る
民
間
支
援

団
体
「
み
え
犯
罪
者
被
害
者
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
、

行
政
・
警
察
等
関
係
機
関
と
連
携

し
つ
つ
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
県

費
・
市
町
負
担
金
の
他
に
会
員
皆

様
か
ら
の
会
費
、
寄
付
金
に
よ
っ

て
運
営
し
ま
す
。
会
費
、
寄
付
金

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
の
養

成
・
研
修
、
広
報
・
啓
発
活
動
、

事
務
局
の
運
営
な
ど
に
あ
て
ま

す
。
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る

方
の
ご
入
会
、
ご
寄
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

新リア王　下	 高村　薫　著

子どもの脳を育てる栄養学

中川　八郎・葛西　奈津子　著

あおぞら	 星野　夏　著

●
賛
助
会
員

〔
平
成
18
年
度
〕
支
援
セ
ン
タ
ー

の
事
業
目
的
に
賛
同
し
、
会
費
納

入
に
よ
っ
て
事
業
活
動
を
援
助
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
年
会
費

〔
法
人
・
団
体
〕
１
０
，
０
０
０
円	

〔
個
人
〕　　
　
　

２
，
０
０
０
円

●
寄
付
金
（
上
限
な
し
）

〔
法
人
・
団
体
〕

　
　
　

一
口
１
０
，
０
０
０
円

〔
個
人
〕　
　

一
口
１
，
０
０
０
円

†
問
い
合
わ
せ
先
†

み
え
犯
罪
被
害
者

　
　
　
　
　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９
︱
２
１
３
︱
８
２
１
１

社
団
法
人
設
立
準
備
事
務
局
（
県

警
本
部
公
聴
広
報
課
被
害
者
対
策

室
内
）　

☎
０
５
９
︱
２
２
２
︱
０
１
１
０

局
熊
野
支
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
17
日
（
月
）
ま
で

の
期
間
中
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ

の
移
行
が
済
ん
で
い
な
い
会
社
・

法
人
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り

の
登
記
簿
の
謄
・
抄
本
や
閲
覧
に

よ
る
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

津
地
方
法
務
局
熊
野
支
局

☎
０
５
９
７
︱
８
５
︱
２
３
１
０
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向こう側向こう側

第 16 回御浜町ふれあいコンサートが中央公民
館で開催されました。大正琴、コーラス、ピア
ノなど、14 の音楽団体が日頃の練習の成果を披
露しました。

コンサートでは、草笛の素朴な音色から吹奏
楽のダイナミックな演奏まで、様々なジャンル
の音楽に触れることができ、観客たちを楽しま
せました。

また、１部の最後に設けられたふれあいコー
ナーでは、観客全員による合唱も行われ、会場
内が「かえるのうた」の輪唱で包まれました。

ふれあいコンサート

町政懇談会1/23 ～ 2/6

志原公民館で開催された町政懇談会

阿
田
和
中
学
校
生
徒
に
よ
る
合
唱

上市木・尾呂志・神木・志原・下市木・阿田和の６地区で、
町政懇談会が開催されました。全会場あわせてのべ 235
人の町民の皆さんの参加がありました。

参加された町民からは、今回のテーマである「これか
らのまちづくり」についての他、町を取り巻く重要課題
について、質問や意見等が多数出されました。

1/22

「
か
え
る
の
う
た
」
を
輪
唱
す

る
観
客
の
皆
さ
ん

み
は
ま
広
報
俳
句
一
月
抄

つ
つ
が
な
く　

歳と
し

重か
さ

ね
た
し　

初
日
の
出　
　

谷
口　

企
世

フ
ク
ロ
ウ
の　

小こ

も

の物
鳴
か
せ
て　

婆ば

ば々

と
な
る　

井
奥
冨
久
子

お
雑ぞ

う

に煮
や　

舌
が
ゆ
ず
ら
ぬ　

故さ

と郷
の
味　
　

杉
目　

黄
渓

寒か

ん

ご

り

垢
離
の　

す
み
た
る
う
し
ろ　

姿
か
な　
　

須
崎　

行
雄

落お

ち

ば葉
踏ふ

む　

足あ

う

ら裏
は
里
に　

い
る
ご
と
し　
　

湊　
　
　

貞

童ど
う
が
ん顔

の　

残
る
父
親　

弓ゆ
み

初は
じ

め　
　
　
　
　
　

福
井　

清
子

そ
り
返
る　

軍
手
十じ

ゅ

し指
の　

氷つ

ら

ら柱
か
な　
　
　

真
砂　

笑
子

少
年
の　

破や
ぶ

れ
ジ
ー
パ
ン　

寒
の
入
り　
　
　

尾
崎
喜
美
子

目
の
高
さ　

暦
こ
よ
み

合
わ
せ
て　

年
迎
ふ　
　
　
　

中
村　

幸
子

着
ぶ
く
れ
て　

ペ
ン
ギ
ン
歩
き　

似
た
り
か
な　

濱
浦　
　

清

筆ふ
で

初は
じ

め　

介
護
日
誌
の　

厚
さ
か
な　
　
　
　

川
端
り
つ
子

峰み
ね

黒く
ろ

く　

細
き
月
浮
く　

三
日
か
な　
　
　
　

榎
本　

宣
子

年
明
け
て　

先ま

づ
は
つ
ま
づ
き　

始
め
か
な　

向
井　

春
羊

寒か
ん
ぷ
う風

や　

山
の
端は

遠
く　

利と

が

ま

づ

き

鎌
月　
　
　
　
　

桧
作　

豊
子

そ
れ
な
り
に　

歩
み
来
し
日
　々

年
の
夜　
　

和
田　

一
潮

柚ゆ

ず子
浮
か
せ　

さ
さ
や
か
な
贅ぜ

い　

い
と
お
し
む　

大
川　

青
螺

除
夜
の
鐘　

余
よ
い
ん
じ
ょ
う
じ
ょ
う

韻
嫋
　々

ま
た
ひ
と
つ 

　
　

七
海　

笑
涙

千
日
の　

満ま
ん
が
ん願

を
謝し

ゃ

す　

実み

な

ん

て

ん

南
天　
　
　
　
　

後
呂　

智
子

目め

さ

む覚
れ
ば　

白
い
バ
ッ
ク
に　

実み

な

ん

て

ん

南
天　
　
　

日
浦
と
よ
乃

大だ
い
か
ん寒

に　

耐
え
て
門も

ん
ぜ
ん前　

憤ふ

ん

ぬ

ぶ

つ

怒
仏　
　
　
　
　

山
本　

要
子

除
夜
の
鐘　

あ
ま
ね
く
山さ

ん

や野　

し
み
渡
る　
　

中
納　

米
子
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志原保育所

市木保育所

阿田和保育園

今
春
、
町
内
の
保
育
所
（
園
）
を
卒
園
す
る
園
児
は

79
人
。
４
月
か
ら
は
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
で
す
。

尾呂志保育所

神木保育所

も
う
す
ぐ

 　

１
年
生
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年中みかんの食べられる
畑にしたい

地域に密着した農業を
目指したい

クローズ
-  UP・みは

まち
ょう
の

あなたのページ

　総務課
身近な話題を
　お寄せください
　　　　行政係

❖
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
大
学
か
ら
愛
知
の
電
動
工
具
メ
ー
カ
ー
勤
務

後
、
Ｕ
タ
ー
ン
。
現
在
は
先
進
農
家
の
も
と
で
就

農
す
る
た
め
に
勉
強
中
。

❖
農
業
を
は
じ
め
よ
う
と
し
た
理
由

田
舎
で
の
ん
び
り
暮
ら
し
た
か
っ
た
か
ら
。

❖
研
修
の
感
想

や
は
り
、
体
力
仕
事
な
の
で
大
変
。
で
も
、
自
然

に
囲
ま
れ
て
仕
事
を
す
る
の
は
気
持
ち
い
い
で
す
。

❖
今
後
の
抱
負

早
く
就
農
し
て
色
々
な
み
か
ん
を
作
り
、
年
中
み

農業後継者の声

か
ん
の
食
べ
ら
れ
る
畑
に

し
た
い
で
す
。

❖
ひ
と
言

町
や
畑
で
見
か
け
た
ら
、

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
現
在
、
独
身
中
で

す
。

❖
趣　

味

バ
イ
ク
、
合
唱
、
ガ
ン
プ

ラ

❖
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

県
内
、
県
外
で
働
い
た

後
、
平
成
17
年
に
御
浜

町
に
住
む
の
を
契
機
に

就
農
。

❖
経
営
規
模

柑
橘
を
中
心
に
60
ａ
を

経
営
し
て
い
る
。

❖
農
業
を
は
じ
め
よ
う 

　

と
し
た
理
由

田
舎
暮
ら
し
が
合
っ
て

い
た
の
で
、
何
か
自
然
に
関
係
し
た
仕
事
が
し

た
か
っ
た
か
ら
。

❖
農
業
の
感
想

技
術
的
、
体
力
的
に
大
変
な
所
も
あ
る
が
、
自

己
責
任
に
お
い
て
マ
イ
ペ
ー
ス
で
出
来
る
こ
と

が
良
い
で
す
。

❖
今
後
の
抱
負

栽
培
品
目
の
品
質
向
上
。
地
域
に
密
着
し
た
農

業
を
目
指
し
た
い
で
す
。

❖
趣　

味

読
書
、
パ
ソ
コ
ン

「御浜町の農業を担う後継者になろう！」とがんばっている
人がいます。今回、そんな人たちの声を紹介します。

年中みかんの食べられる
畑にしたい

森　真介さん（36 歳）

地域に密着した農業を
目指したい

浜口　雅樹さん（27 歳）

　

紀
南
地
域
の
農
業
後
継
者
不
足

を
解
決
し
よ
う
と
、
各
市
町
・
農

協
・
三
重
県
等
で
構
成
す
る
「
紀

南
地
域
農
業
担
い
手
対
策
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
農
業
委
員
・
指
導
農
業
士
・

青
年
農
業
士
の
方
々
に
就
農
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、

空
き
農
地
・
空
き
家
の
情
報
収
集

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
農
地
・
空
き
家
の
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
就
農
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
役
場
農
林
水
産
課
、
紀
州

地
域
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
協
議
会
に
関
す

る
質
問
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

農
林
水
産
課

☎
３
︱
０
５
１
７

紀
州
地
域
農
業
改
良
普
及

　

セ
ン
タ
ー
経
営
普
及
グ
ル
ー
プ

☎
０
５
９
７
︱
８
９
︱
６
１
２
５

空
き
農
地
・

空
き
家
の
情
報

あ
り
ま
せ
ん
か
？
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人  口 10,189 人 （＋   2人）
　  男 04,757 人 （＋  5人）
　  女 05,432 人 （－   3人）

世帯数 4,340 戸 （＋  4 戸）

2月１日現在の人の動き く
し
ゃ
み
の
回
数
が
増
え
て
く
る

こ
と
で
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま

す
。
何
か
と
衰
え
始
め
て
い
る
我
が
身

体
で
す
が
、
花
粉
を
感
知
す
る
セ
ン
サ

ー
は
精
密
す
ぎ
る
ほ
ど
正
常
に
稼
動
し

て
い
る
よ
う
で
す
▼
時
の
流
れ
は
無
情

に
も
速
く
、
年
明
け
を
祝
っ
た
こ
と
が

つ
い
先
日
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
こ
の

猛
ス
ピ
ー
ド
で
過
ぎ
行
く
時
間
に
、
立

ち
止
ま
る
こ
と
も
で
き
ず
流
さ
れ
る
ま

ま
の
日
々
▼
和
室
に
床
の
間
が
あ
る
よ

う
に
、
広
報
紙
面
に
意
図
的
に
ホ
ワ
イ

ト
ス
ペ
ー
ス（
余
白
）を
入
れ
る
よ
う
に
、

一
見
無
駄
と
思
え
る
も
の
が
、
実
は
重

要
な
意
味
を
な
し
ま
す
。
日
常
生
活
の

中
の
、
何
も
せ
ず
何
も
考
え
ず
に
ぼ
う

っ
と
す
る
時
間
も
し
か
り
▼
暖
か
く
な

る
頃
に
は
、
桜
の
花
の
下
で
空
っ
ぽ
の

頭
で
ぼ
う
っ
と
し
た
い
も
の
で
す
。
く

し
ゃ
み
を
連
発
し
な
が
ら
。

鈴木　僚
とも

く
ん

究さ
ん・美香さ

ん

大谷　歩
あゆみ

ちゃん

康雄さ
ん・佳香さ

ん

（平成17年12月１日〜
　　　　　31日届出分）

♥  阿田和 

♥

里芋入り
　　五目ひじき

材　料（１人分）

健康逸品 この一品

里芋･･････････小２個　　さやいんげん････２本

ひじき･･････････４ｇ　　だし汁

油揚げ･･････････５ｇ　　さとう･･･････大 1/ ４

干しいたけ･･････１枚　　しょうゆ･････大 1/ ４

にんじん･･････１０ｇ　　酒･･･････････大 1/ ４

作 り 方

メ ニ ュ ー 提 供： 御 浜 町 食 生 活 改 善 推 進 協 議 会

～シリーズ～

人を大切にする
まちづくり

教育委員会

① 里芋は塩でもんでぬめりを取り、よく水洗

いしておく。ひじき、しいたけは戻し、油

揚げ、にんじんともにせん切りにする。

② さやいんげんはゆでて、斜めに切っておく。

③ 出し汁、調味料で煮つめ、器に盛り、さや

いんげんを散らす。

♥  市　木 

♥

芝﨑　暖
だん

く
ん

好規さ
ん・有喜子さ

ん

中嶋　優
ゆ う

羽く
ん

悦雄さ
ん・由美さ

ん

　

●
み
ん
な
し
あ
わ
せ
に

東
海
大
学
教
育
研
究
所
の
今
野
敏
彦
教
授
が
こ

ん
な
詩
を
つ
く
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

そ
れ
が
に
ん
げ
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん
の
と
し
ひ
こ

し
あ
わ
せ　

い
っ
ぱ
い　

生
き
て
い
き
た
い

自
分
の　

の
ぞ
む　

し
ご
と
に　

つ
き
た
い

み
ん
な
の
た
め
に　

な
に
か
を
し
た
い

あ
い
す
る
人
と　

む
す
ば
れ
た
い

に
ん
げ
ん
ら
し
く　

く
ら
し
た
い

こ
う
し
た
ね
が
い
が　

か
な
う
こ
と

こ
う
し
た
ね
が
い
が　

じ
ゃ
ま
さ
れ
な
い
こ
と

そ
れ
が
に
ん
げ
ん

人
権
っ
て
何
か
と
考
え
た
と
き
、
こ
の
詩
を
読

む
と
「
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
」
と
頭
で
は
な
く

心
で
わ
か
る
気
が
し
ま
す
。

人
権
＝
人
間
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
権

利
。自

分
の
人
権
を
大
切
に
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い

相
手
の
人
権
も
大
切
に
し
て
み
ん
な
幸
せ
に
生
き

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

堀　はるなちゃん

敏晴さ
ん・チョナさ

ん

♥  尾呂志 

♥


